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研究成果の概要（和文）：　第一に、近現代の女性のアマチュア芸術文化活動の教習をめぐる概念（「趣味」
「たしなみ」「稽古(事)」「習い事(物)」）等の変遷や相互の関連について整理を行った。合わせて、欧米のレ
ジャースタディーズで用いられている「シリアスレジャー」概念と上記の概念の関連について考察し、研究領域
としての展望を示した。第二に、第一の作業を踏まえ、近代日本における中上流階級女子の箏、長唄、ピアノの
たしなみに関わる言説から、「趣味」の受容のプロセスを明らかにし、単著として発表した。第三に、アマチュ
アの活動実態として、旧制中等学校の校友会・同窓会活動、社中の活動について資料収集と整理を行った。

研究成果の概要（英文）：First, I organized the over-the-years transformation and mutual 
relationships of the concepts ("hobby", "taste", and "cultivation") encompassing the lessons of 
amateur art and cultural activities of modern women. At the same time, I showed the relationship 
between the "serious leisure" concept used in Western leisure studies and the aforementioned 
concepts  yand the prospects as a research area.Moreover, the acceptance of the word "hobby/hobbies"
 from the discourses related to Koto, Nagauta and Piano Play of both middle and upper class women of
 modern Japan ,has been clarified and made it in a single book.Finally, the amateurs' activities. 
Materials regarding the activities of various alumni association of  secondary school and their 
apprentices , have been collected and organized .
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　「趣味」「たしなみ」「稽古(事)」「習い事(物)」等と称されてきた近現代の女性のアマチュア芸術文化活動
の教習は、レジャースタディーズ、芸術諸学、教育学、社会学等のいずれの研究分野においても断片的な探究に
留まってきた。本研究は、これらの研究領域の成果と課題を整理しつつ、近代日本の社中を通じた中上流階級女
子の箏・長唄の趣味活動の展開を明らかにし、家元制度が稽古文化に実質的に果たした機能を明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本では 1970 年代以降、「地縁」「血縁」「社縁」（学校や職場における人間関係）を乗り越
えるような新たな人間関係として、バンド、同人誌サークル、ファンクラブ、サポーターなど
を通じた「趣味縁」が広まりを見せている。この趣味縁は、必要に応じた協力関係の構築を促
すものであり、社会参加を促すものとして着目されている。音楽も例外ではなく、ポピュラー
音楽を「道具」として用いながら他者と関わり居場所を作る、という形での趣味縁形成が見ら
れ、参加者にとっては社会関係資本の蓄積の場ともなっている。 
 しかし、趣味縁形成をめぐる音楽社会学の議論は、情報化が進んだポスト産業社会以降の日
本におけるポピュラー音楽文化に焦点を当てたものであり、華士族の階層文化が混ざり、威信
の高い中上流階級文化のあり方が確立していなかった近代日本において、音楽、とりわけ箏・
長唄等の邦楽の趣味縁がいかに形成されたかは十分明らかになっていない。 
この要因として、研究分野間の隙間が作り出す死角によって、近代日本における邦楽のたし
なみという身体化された芸術・芸能が、検討対象として認識されてこなかったことが挙げられ
る。すなわち、芸術史、教育史研究では近代化以降の洋楽愛好者増加を、芸能史研究では近世
における邦楽愛好者増加を重視するため、近現代の邦楽のたしなみに焦点が当たらなかった。 
邦楽は、今日からすれば「伝統芸能」として権威性を帯びた音楽ジャンルとしてみなされや
すいが、近代日本においては洋楽よりも大衆性があり、華族、実業エリート男性やその妻、娘
などにもたしなまれていた。近代日本における箏・長唄を中心とする邦楽の趣味縁形成を明ら
かにすることは、アマチュアの視点から音楽史を描き直すことを意味し、戦後の趣味縁形成の
淵源の把握のために必要不可欠である。 
 
２．研究の目的 
 日本においては、近代化以降も稽古文化が盛んであったことが知られている。これを背景と
し、本研究の目的は以下の 2点にある。 
第一に、近代以降の邦楽のたしなみに着目する点にある。本研究を通じて、近代以降、同じ
く中上流階級のたしなみの対象となり、現在でも生活文化として位置づく茶道・華道等の他の
芸能史研究の可能性を広げることを企図している。 
第二に、本研究では、邦楽愛好者の趣味縁形成を活動実態と愛好者のネットワーク化の観点
から解明するために、活動単位として「社中」に着目する。「社中」とは、邦楽演奏者のグルー
プを示す呼称である。邦楽界では、家元の下に師匠が育成され、師匠が弟子をとる階層システ
ムとして家元組織が形成される。この家元組織中の師匠と弟子により「社中」が形成される（以
下の図を参照のこと）。「社中」は師匠を頂点とし、邦楽愛好者が弟子として稽古や「温習会（お
さらいかい）」等の成果発表会を行う際の単位となるグループである。芸能史研究において、家
元制度研究が進展を見せてきたが、その末端組織である社中は視点として設定されてこなかっ
た。 

 

 
図：邦楽の家元制度の組織図 

出典）八木匡ほか「伝統芸能における実演家組織の収益システム」『文化経済学』9-1、図２を簡略化。 

 
３．研究の方法 
本研究では、明治後期～昭和戦前期における邦楽社中の活動実態と愛好者のネットワーク化
の解明を、①特定の社中の活動実態の掘り起こしと通史の作成、②愛好者個人のプロフィール
整理によって行う。 
①について、第一に、箏・長唄等の邦楽愛好者の量的概要を把握するために、遊芸師匠に関
する諸統計、新聞記事、雑誌記事等を収集した。施設としては、日本近代音楽館（明治学院大
学内）、東京藝術大学附属図書館、国立国会図書館、東京都立図書館にて調査を行った。第二に、
旧制高等女学校関連資料の購入、訪問による資料調査を行った。第三に、社中の活動実態を把
握するための資料として、社中所蔵の沿革史・機関誌を収集する。 
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②について、第一に、社中が果たした役割を把握するための手段として、愛好家事典、趣味
事典、また関連する雑誌記事等を収集した。具体的には、林淑姫編集・解題『昭和前期音楽家
総覧 : 『現代音楽大観』』（ゆまに書房、2008 年）等の中から、邦楽社中の活動に関する記述
を分析した。これらの資料から、邦楽愛好に至った経緯や、どの社中で稽古をしているか等の
情報の整理を行った。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は、大きく分けて以下の３点である。 
第一に、近現代の女性のアマチュア芸術文化活動の教習をめぐる概念（「趣味」「たしなみ」
「稽古(事)」「習い事(物)」）等の変遷や相互の関連について整理を行った。合わせて、欧米の
レジャースタディーズで用いられている「シリアスレジャー」概念と上記の概念の関連につい
て考察し、研究領域としての展望を示した（宮入恭平・杉山昂平編著『「趣味に生きる」の文化
論―シリアスレジャーから考える』ナカニシヤ、2021 年所収）。 
第二に、この作業を踏まえて、近代日本における中上流階級女子の箏、長唄、ピアノのたし
なみに関わる言説から、「趣味」（Hobby）の受容のプロセスを明らかにし、単著化した（『女子
のたしなみと日本近代―音学文化にみる「趣味」の受容』勁草書房、2019 年 3 月）。これに対
して書評という形で反応を得るとともに（早稲田大学・湯川次義氏、浦和大学・眞有澄香氏、
成蹊大学・今田絵里香氏、帝塚山学院大学・土田陽子氏、昭和女子大学・福田委千代氏、奈良
学園大学・矢野正氏、立命館大学・丸山彩氏。2021 年 5 月時点）、余暇ツーリズム学会 2019
年度余暇ツーリズム学会賞（学術部門表彰）、昭和女子大学女性文化研究所 第 12回女性文化研
究奨励賞を受賞した。これらを通じ、本研究の課題も明確となった。 
第三に、アマチュアの活動実態として、旧制中等学校の校友会・同窓会活動、社中の活動に
ついて資料収集と整理を行った。今後も成果発表を継続予定である。2019 年度末からの
Covid-19 感染拡大の中、資料収集にご協力いただいた関係者に感謝の意を表したい。 
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